
令 和 ７ 年 ６ 月

独 農業者年金基金

皆様には、日頃より、農業者年金の運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありが
とうございます。

農業者年金の新制度では、年金裁定の際に、それまで皆様が納めた保険料とその
運用収入の合計額（年金原資）に基づいて年金額を計算しますが、年金裁定までの
間は、毎年３月末現在での年金原資の積み立て状況を農業者年金基金から皆様に直
接お知らせしております。

今回のお知らせは、令和６年４月から令和７年３月までの１年間の農業者年金の
運用結果と、加入されてから令和７年３月までの皆様が納めた保険料とその運用収
入の積み立て状況をお知らせするものです。

（なお、旧制度に関する内容はこのお知らせには含まれておりません）

皆様への付利額など皆様の年金原資の積み立て状況につきましては、同封の「令
和６年度運用（付利）結果のお知らせ」（付利通知）をご確認下さい。

農業者年金加入者の皆様へ

農業者年金の資産構成割合

期待リターン 標準偏差

安全性に配慮した運用を行っています

この中で、年金資産の性格の違いに応じたポー

トフォリオに区分して管理・運用を行っておりま

す。
外国債券１５％

（為替ヘッジあり）

外国債券 ５％

（為替ヘッジなし）

自家運用

２５％

当基金が行っております年金資産の運用については、
金融・経済情勢等の運用環境の影響により、短期的に
は、運用成績がプラスになる年やマイナスになる年が
ありますが、長期的な運用により安定した運用収益を
上げることが期待されています。

今後とも安全で効率的な運用を基本とし、基金の役
職員一同、一層尽力して参りますので、皆様のご理解
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

農業者年金基金の運用については、農林水産大

臣の認可を得て策定した「年金給付等準備金運用

の基本方針」に基づいて行っております。

年金資産の運用は、長期的な視点から安全で効

率的に行うことが大切なため、運用資産に対する

投資割合などの運用の基本的な方針を定め、それ

に従って運用することが一般的です。

年金資産の運用の状況につきましては、このパ

ンフレットでお知らせするほか、四半期ごとに農

業者年金基金のホームページで公表しております。



令和６年度の農業者年金の運用状況について

皆様からお預かりした保険料や国庫補助金等の資産を運用した結果、

加入者の皆様の資産を運用している「被保険者ポートフォリオ」の

令和６年度の運用収入は－約１７．３億円、収益率は－０．５９％、

令和６年度末の時価総額は約２９０４億円となりました。

資 産 運 用 の 実 績

資  産 運用収入 収益率（注１）

国内債券 -3,336 -2.33%

国内株式 -648 -1.47% 

外国債券 -502 -0.88% 

外国株式 2,871 6.61% 

短期資産（注2） -117 -

合 計（注3） -1,732 -0.59%

（注1）収益率は、期間中に発生した利息や配当収入、債券・株式の売買及び株価変動等による損益を含めた収益率

（修正総合利回り）です。

（注2）短期資産の運用収入には、運用受託機関に対する信託報酬等を計上しています。

（注3）四捨五入の関係で合計欄の数値が合わない場合があります。

令和６年度の資産運用実績
単位：百万円

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

資

産

国内債券 3.41 -0.25 0.84 1.39 0.24 -0.16 -0.68 -0.95 -1.24 -2.33 

国内株式 -10.65 14.81 18.99 -4.39 -9.19 41.41 1.78 5.66 40.57 -1.47

外国債券 -2.75 -5.08 4.21 3.29 7.25 -2.10 -5.25 -8.88 -0.23 -0.88

外国株式 -8.46 14.41 10.95 9.81 -12.27 59.35 21.61 2.31 41.30 6.61

全体 -0.69 3.26 4.75 1.71 -2.08 10.82 2.39 -1.08 9.85 -0.59

＜農業者年金の直近１０年間の運用利回り＞

※直近１０年間の運用利回りの平均は、年率２．７５ ％です。

   なお、新制度発足以降の２３年間の運用利回りの平均は、年率２．８９ ％です。

単位：％

時価総額

140,394 

43,582

57,686 

45,811

2,973

290,446

（注）R5の外国債券の運用利回りには、外国債券の購入費の為替変動による変動額を含んでいません。



運用収入からの控除等 －約２億７百万円

・前納保険料割引額 －約３百万円

・裁定者への付利額 －約７千５百万円

・準備金繰入額 －約１千３百万円

・その他加算・控除等 －約１億１千６百万円

付利原資 ０円

運用の結果得られる収入等を、加入者の皆様一人ひとりに配分することを「付利」

といいます。

令和６年度末の付利では、以下の図のように、運用収入（－約１７億３千２百万

円）から制度的に必要な額（約２億７百万円）を引き、付利準備金からの補てん額

（約１９億３千９百万円）を足して、付利原資（０円）を求めます。付利原資が０円

であることから、令和６年度における皆様への付利額は０円となりました。

加入者ごとの付利額 付利通知に記載

年 度 付利利率

平成27年度 －０．７６％

平成28年度 ２．９８％

平成29年度 ４．４２％

平成30年度 １．６３％

令和元年度 －２．２２％

令和２年度 ９．８１％

令和３年度 ２．２２％

令和４年度 ０．００％

令和５年度 ８．７５％

令和６年度 ０．００％

直近１０年間の付利利率の推移

令和６年度の付利について

運用収入 －約１７億３千２百万円

※令和 年度及び令和６年度においては

付利準備金から補てんを行っております。

付利準備金からの補てんについて
農業者年金では、マイナス運用のリスクに備えて、① 歳以上の年金裁定時に、

付利累計額がマイナスとなる方のマイナス相当額を補てんする仕組み、②各年度の付

利原資がマイナスとなった場合に、マイナス相当額を補てんする仕組みを設けていま

す（詳しくは、同封している「皆様からのご質問にお答えします」をご覧ください）。

令和６年度の運用利回りは－０．５９％となりましたが、②の仕組みを活用して、

約１９億３千９百万円の補てんを行うことにより、付利利率を０．００％に抑えるこ

とができました。

付利準備金からの補てん額

約１ 億３千９百万円

加入者ごとの運用額・運用期間に応じて

付利原資を配分

令和６年度付利利率 ０００％



国内債券は、日銀が利上げを継続するとの見方から、年度を通じ国内金利は上昇
（債券価格は下落）しました。一方、欧米では中央銀行の利下げが開始し、9月にかけ
て欧米金利は低下（債券価格は上昇）。その後、米国ではインフレが高まるとの見方
から金利が上昇し、前年度末と同水準で着地。欧州ではドイツの財政拡張合意で、3月
に金利が急上昇（債券価格は下落）しました。外国株式はハイテク株を中心に1月まで
は上昇する展開でした。国内株式は日経平均株価が7月に最高値を更新もその後は弱含
みました。内外株式とも米国の関税引上げへの警戒感で年度末にかけて株価が下落、
国内株式は前年度末比で若干マイナスとなりました。
農業者年金基金の資産運用は安全性を重視し、被保険者ポートフォリオでは債券の

比率を高め、比較的リスクの高い株式にも分散投資されています。債券と株式を組み
合わせた運用を行う理由は、収益が上下に振れるタイミングが違う投資対象を組み合
わせることで、資産全体で長期的に安定した運用収益の獲得が期待されるからです。
農業者年金基金の資産運用は、制度の特性を勘案して策定された運用方針に基づき適
切な運用が行われており、安全性と収益性のバランスを考慮しつつ、市場環境に即し
た資産運用が実践されています。

専門家のご意見

皆様へのお願い

ご家族やご近所などの加入資格のある方で、まだ加入されていない方が

農業者年金制度は、農業者なら広く加入できること、終身年金であること、

いらっしゃいましたら、ぜひ加入を勧めていただきますようお願いいたします。

税制上の優遇措置などメリットも多い制度です。

このパンフレットや付利通知についてのお問合せは下記にお願いします。

独立行政法人 農業者年金基金 〒 ６０ ５０４ 東京都新宿区四谷３ ２ １

０３－５９１９－０３３９（資金部 企画課）
０３－５９１９－０３７１（専門相談員）
０３－５９１９－０３３５（業務部 適用・収納課）

ホームページアドレス

みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 年金コンサルティング部
主席コンサルタント 川名 巨樹

台風、豪雨及び地震などの自然災害が毎年発生しており、被害を
受けられた皆様には心よりお見舞い申し上げます。
皆様とご家族の一刻も早い生活の再建を支援するため、被害を受

けられた場合の農業者年金業務の取扱いについてお知らせします。

ホームページアドレス

自然災害により被害を受けられた場合


